風水害・土砂災害における私の行動表（秦野市版）R3.5改正

	警戒
レベル
	私（居住者）がとるべき行動
	避難情報
（市内全域又は一部地域）
	発令元
	市が発令する避難情報の
参考とする防災気象情報

	警戒
レベル５
	市内で既に災害が発生しています！！
命の危険　直ちに安全確保！！
避難場所等へ立ち退き避難することがかえって危険な場合は、垂直避難や水平避難などの緊急安全確保をとる。
	緊急安全確保
	秦野市

緊急情報
配信メールや防災行政無線などで周知します。
	大雨特別警報（浸水害）
大雨特別警報（土砂災害）
氾濫発生情報

	警戒
レベル４
	危険な場所から全員避難！！
・災害おそれが高いため、危険な場所から全員避難（立ち退き避難又は屋内安全確保）する。
・避難所に避難する場合は、最寄りの公民館です。
・公民館までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所や自宅内のより安全な場所へ避難して下さい。
	避難指示
	
	土砂災害警戒情報
氾濫危険情報

	警戒
レベル３
	危険な場所から高齢者等は避難
・高齢の方や障害のある方、乳幼児など避難に時間のかかる方とその支援をする方は避難して下さい。
・立ち退き避難をする場合は、最寄りの公民館です。
	高齢者等避難
	
	大雨警報（土砂災害）
洪水警報
氾濫警戒情報

	警戒
レベル２
	・ハザードマップ等で、自分の避難場所や避難経路など災害リスクなどを確認しましょう。（事前の準備）
	気象庁から、テレビ等を通じて気象情報は発信されますが、警戒レベル１、２は発令されません。
自分で確認した情報から、警戒レベル１、２の判断をしてください。
	大雨注意報
洪水注意報

	警戒
レベル１
	・テレビなどの防災気象情報等を気にしながら、大雨について警報を発表する可能性が高いとされた場合は、災害への心構えを１段高めましょう。（避難スイッチを入れる）
	
	早期注意情報


※　市は、防災気象情報、地域の特性、今後の予測等を考慮して警戒レベル３から発令します。
[bookmark: _GoBack]避難とは「難」を「避」けること、つまり安全を確保することです。安全な場所にいる人は、避難所に行く必要はありません。

